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年金の「見える化」実現に向けての施策

周
知
の
と
お
り
、
我
が
国
の
公
的
年
金

制
度
の
最
大
の
問
題
は
、
老
後
の
防
貧
機

能
を
堅
持
し
な
が
ら
、
年
金
財
政
の
持
続

可
能
性
を
い
か
に
高
め
て
い
く
か
に
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
マ
ク
ロ
経

済
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
公
的
年
金
の
実

質
的
な
給
付
水
準
が
大
幅
に
目
減
り
し
、

そ
の
防
貧
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
う
懸
念

が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
法
律
に
基
づ
き
、

年
金
財
政
の
健
康
診
断
に
相
当
す
る
「
財

政
検
証
」
を
少
な
く
と
も
5
年
に
一
度
実

施
し
、
年
金
財
政
の
健
全
性
を
確
認
し
て

い
る
。

「
現
役
男
性
の
平
均
的
な
手
取
り
収
入

に
対
す
る
モ
デ
ル
世
帯
で
の
年
金
の
給
付

水
準
の
割
合
」
を
「
所
得
代
替
率
」
と
呼

ぶ
が
、
例
え
ば
、
2
0
1
9
年
の
財
政
検

証
で
は
、
名
目
運
用
利
回
り
や
実
質
賃
金

の
伸
び
等
の
異
な
る
条
件
で
6
ケ
ー
ス

（
ケ
ー
ス
Ⅰ
～
ケ
ー
ス
Ⅵ
）を
検
証
し
て
お
り
、

低
成
長
（
2
0
2
9
年
度
以
降
の
実
質
G
D
P

成
長
率
が
▲
0
・
5
％
～
0
・
2
％
）の
3
ケ
ー

ス
で
は
所
得
代
替
率
が
50
％
を
下
回
る
ほ

か
、
特
に
ケ
ー
ス
Ⅵ
で
は
、
国
民
年
金
の

積
立
金
が
2
0
5
2
年
度
に
枯
渇
し
、
所

得
代
替
率
が
38
％
～
36
％
程
度
に
な
る
可

能
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の

マ
ク
ロ
経
済
の
状
況
に
よ
っ
て
は
公
的
年

金
の
実
質
的
な
給
付
水
準
が
大
幅
に
目
減

り
し
、
そ
の
防
貧
機
能
が
大
幅
に
低
下
し

て
し
ま
う
懸
念
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
年
金
な
ど
社
会
保
障
の
安
定
財
源
を

確
保
す
る
た
め
、
2
0
1
9
年
10
月
に
消

費
税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、

増
税
に
も
一
定
の
限
界
が
あ
り
、
縮
小
す

る
公
的
年
金
の
機
能
を
補
完
す
る
観
点
か

ら
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額
投
資
非
課
税
制
度
）
や

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
（
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
）
な
ど

の
拡
充
に
よ
り
、
老
後
に
向
け
た
資
産
形

成
を
促
す
取
り
組
み
の
強
化
を
行
う
重
要

性
が
増
す
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
が

必
要
な
の
か
。
公
的
年
金
の
機
能
が
縮
小

す
る
方
向
に
あ
る
な
か
、
老
後
に
向
け
た

資
産
形
成
を
促
す
た
め
の
「
仕
掛
け
づ
く

り
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
政
府
も
認

識
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
岸
田
文
雄
首
相

が
2
0
2
2
年
5
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
金
融

街
シ
テ
ィ
の
講
演
に
お
い
て
、「
資
産
倍

増
計
画
」
を
打
ち
上
げ
て
い
る
。
こ
の
計

画
は
、
老
後
の
資
産
形
成
の
み
に
限
っ
た

も
の
で
は
な
い
が
、
経
済
学
の
「
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
仮
説
」
の
考
え
方
か
ら
し
て
も

重
要
な
意
味
を
持
つ
。

と
い
う
の
も
、
数
年
前
に
話
題
と
な
っ

た
「
老
後
2
0
0
0
万
円
問
題
」
が
現
在

も
解
決
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
老
後

２
０
０
０
万
円
問
題
は
、
金
融
庁
が
２
０

１
９
年
6
月
に
公
表
し
た
報
告
書
「
高
齢

社
会
に
お
け
る
資
産
形
成
・
管
理
」
が
指

摘
し
た
問
題
を
指
す
。
大
雑
把
に
い
う
な

ら
ば
、
公
的
年
金
の
み
で
は
老
後
の
資
金

が
2
0
0
0
万
円
足
り
な
い
と
い
う
問
題

で
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
一
時
的
に
大
騒

ぎ
に
な
っ
た
。

こ
の
報
告
書
が
指
摘
し
た
内
容
は
、
多

く
の
有
識
者
か
ら
「
公
表
以
前
か
ら
分

か
っ
て
い
た
事
実
」
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、

老
後
資
金
が
不
足
す
る
問
題
に
我
々
が
ど

う
対
処
す
る
の
か
と
い
っ
た
議
論
の
方
が

重
要
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、

解
決
に
向
け
た
議
論
が
進
展
し
た
か
と
い

う
と
、
数
年
が
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
本
質
的
な
議
論
は
深
ま
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
解
決
の
た
め
、
筆
者
は
以

下
の
三
つ
の
対
策
を
提
案
し
た
い
。

（
対
策
①
）　

公
的
年
金
の
給
付
月

額
が
X
万
円
減
っ
て
も
、
老
後
に
向

け
た
資
産
形
成
と
し
て
、
私
的
年
金

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
そ
の
X
万

円
分
の
穴
埋
め
を
可
能
と
す
る
投
資

や
貯
蓄
を
行
う

（
対
策
②
）　

も
は
や
公
的
年
金
の

縮
小
す
る
公
的
年
金
と

「
資
産
倍
増
計
画
」

1

縮
小
す
る
公
的
年
金
と
老
後
資
産
形
成
の

「
見
え
る
化
」の
重
要
性

―
日
本
版「
年
金
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」の
構
築
に
向
け
て
―
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済
学
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教
授

み
の
所
得
代
替
率
は
意
味
が
な
い
。

日
本
版
「
年
金
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」

を
活
用
し
、
公
的
年
金
や
私
的
年
金

な
ど
も
含
む
「
拡
張
版
・
所
得
代
替

率
」
を
情
報
提
供
す
る

（
対
策
③
）　
「
拡
張
版
・
所
得
代
替

率
」
の
目
標
値
を
定
め
、
そ
れ
が
達

成
で
き
る
よ
う
、
税
制
優
遇
措
置
を

拡
充
す
る

以
下
、
順
番
に
説
明
し
よ
う
。
ま
ず
対

策
①
だ
が
、
そ
も
そ
も
、「
老
後
２
０
０

０
万
円
足
り
な
い
」
と
い
う
議
論
は
何
で

あ
っ
た
の
か
。
既
に
忘
れ
て
い
る
人
々
も

多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
簡
単
に
説
明
し

て
お
こ
う
。

ま
ず
、
総
務
省
「
家
計
調
査
（
2
0
1
7

年
）」
に
よ
る
と
、
無
職
の
高
齢
夫
婦
世
帯

が
1
カ
月
に
支
出
す
る
平
均
は
26
・
4
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
世
帯
に

お
け
る
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
は
平
均
で

20
・
9
万
円
し
か
な
い
た
め
、
5
・
5
万

円
不
足
し
て
家
計
が
赤
字
と
な
っ
て
い

る
。
厳
し
い
現
実
だ
が
、
こ
れ
が
高
齢
夫

婦
世
帯
の
平
均
的
な
姿
で
あ
り
、
こ
の
赤

字
分
は
60
歳
ま
で
に
蓄
え
た
預
金
の
取
り

崩
し
等
で
賄
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、寿
命
が
90
歳
と
仮
定
し
た
場
合
、

こ
の
よ
う
な
高
齢
夫
婦
世
帯
の
家
計
が
破

綻
し
な
い
た
め
に
は
、
ど
の
程
度
の
貯
蓄

が
必
要
か
。
こ
の
計
算
は
簡
単
で
、
60
歳

か
ら
90
歳
ま
で
の
30
年
間
に
お
い
て
、
１

９
８
０
万
円
（
＝
5
・
5
万
円
×
12
カ
月
×
30

年
）の
貯
蓄
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
1
9
8
0
万
円
が
概
ね
2
0
0
0

万
円
な
の
で
、「
老
後
2
0
0
0
万
円
足
り

な
い
」
と
い
う
議
論
に
な
っ
た
。
テ
レ
ビ

や
新
聞
で
一
時
的
に
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
の

は
、
多
く
の
人
々
が
2
0
0
0
万
円
も
貯

蓄
で
き
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

確
か
に
そ
の
気
持
ち
は
分
か
る
が
、
こ

こ
で
ち
ょ
っ
と
簡
単
な
問
題
を
考
え
て
も

ら
い
た
い
。
毎
月
2
万
円
ず
つ
40
年
間
、

年
間
の
運
用
利
回
り
が
4
％
の
金
融
商
品

（
例
：
投
資
信
託
）
に
投
資
を
続
け
た
場
合
、

40
年
後
の
金
融
資
産
残
高
は
ど
う
な
る

か
、
と
い
う
問
題
だ
。

投
資
総
額
は
9
6
0
万
円
（
＝
月
2
万
円

×
12
カ
月
×
40
年
）
だ
が
、
簡
単
な
計
算
に

よ
り
、
40
年
後
に
は
そ
の
約
2
・
4
倍
の

2
2
8
0
万
円
が
貯
蓄
で
き
る
こ
と
が
分

か
る
。
す
な
わ
ち
、
20
歳
か
ら
毎
月
2
万

円
ず
つ
の
積
み
立
て
を
し
、
そ
れ
な
り
の

利
回
り
が
あ
れ
ば
、
60
歳
の
時
点
で

2
0
0
0
万
円
超
の
金
融
資
産
を
蓄
え
る

こ
と
も
可
能
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
可
能
性
に
気
づ
き
、
老
後

の
資
産
形
成
の
た
め
に
株
式
投
資
な
ど
を

始
め
る
若
い
世
代
も
増
え
て
き
て
い
る
。

株
式
投
資
に
関
心
を
有
す
る
若
い
世
代
が

増
え
て
き
た
理
由
は
、
厳
し
い
金
利
環
境

で
あ
る
。
日
本
銀
行
の
金
融
政
策
の
影
響

も
大
き
い
が
、
2
0
0
0
年
以
降
、
我
が

国
の
長
期
金
利
は
極
め
て
低
い
水
準
で
推

移
し
て
い
る
。
仮
に
こ
の
状
況
が
数
十
年

も
継
続
す
る
場
合
、
10
年
間
、
銀
行
に
貯

金
を
し
て
い
て
も
預
金
残
高
は
ほ
と
ん
ど

増
え
な
い
。
こ
の
た
め
、
N
I
S
A
や
ｉ

Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
な
ど
を
活
用
し
て
老
後
の
資
産

形
成
の
た
め
の
投
資
に
関
心
を
持
つ
人
々

が
、
若
い
世
代
を
中
心
に
徐
々
に
増
え
始

め
て
い
る
。

も
し
何
ら
か
の
投
資
を
行
う
と
決
め
た

場
合
、
問
題
と
な
る
の
は
投
資
戦
略
で
あ

る
。
話
が
や
や
横
道
に
逸
れ
る
が
、
例
え

ば
、
毎
月
の
給
与
が
30
万
円
の
個
人
が
い

て
、
10
年
間
の
投
資
を
行
う
ケ
ー
ス
を
考

え
よ
う
。

こ
の
と
き
、
二
つ
の
投
資
戦
略
を
考
え

る
。
ま
ず
一
つ
は
、
10
年
間
、
定
期
的
に

毎
月
3
万
円
ず
つ
投
資
信
託
を
購
入
す
る

投
資
戦
略
で
、
こ
れ
を
「
戦
略
1
」
と
呼

ぼ
う
。
も
う
一
つ
は
、
ま
ず
は
最
初
の
5

年
間
、
頑
張
っ
て
定
期
的
に
毎
月
6
万
円

ず
つ
銀
行
に
貯
蓄
し
、
5
年
後
に
貯
蓄
し

た
マ
ネ
ー
を
い
っ
き
に
取
り
崩
し
て
投
資

信
託
を
購
入
す
る
投
資
戦
略
で
、
こ
れ
を

「
戦
略
2
」
と
呼
ぼ
う
。

戦
略
1
で
投
資
す
る
金
額
の
総
額
は
３

６
０
万
円（
＝
毎
月
3
万
円
×
12
カ
月
×
10
年
）

で
あ
り
、
銀
行
の
預
金
金
利
が
概
ね
ゼ
ロ

の
と
き
、
戦
略
2
で
投
資
す
る
金
額
の
総

額
も
約
3
6
0
万
円
（
＝
毎
月
6
万
円
×
12

カ
月
×
5
年
）
と
な
り
、
総
投
資
額
は
戦
略

1
も
戦
略
2
も
概
ね
一
致
す
る
。

一
般
的
に
、
戦
略
1
を
「
ド
ル
コ
ス
ト

平
均
法
」
と
い
う
が
、
こ
こ
で
は
戦
略
2

を
「
一
括
投
資
法
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ

う
。
で
は
、
証
券
市
場
全
体
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
連
動
す
る
投
資
信
託
を
購
入
す

る
と
き
、
戦
略
1
と
戦
略
2
の
ど
ち
ら
が

有
利
な
の
か
。
こ
の
優
劣
は
単
純
に
比
較

で
き
な
い
。

数
式
等
を
用
い
た
細
か
い
説
明
は
省
く

が
、
20
年
間
の
投
資
期
間
に
お
い
て
、
戦

略
1
と
戦
略
2
の
優
劣
を
比
較
し
た
も
の

が
図
表
の
①
で
あ
る
。

こ
の
図
表
の
①
に
お
い
て
、
網
掛
け
部

分
が
戦
略
1
や
戦
略
2
で
有
利
な
領
域
を

表
す
。
こ
の
場
合
、
証
券
市
場
の
成
長
率

が
年
間
3
・
0
％
の
と
き
は
戦
略
2
（
一

括
投
資
法
）
が
有
利
だ
が
、
成
長
率
が
年
間

4
・
0
％
の
と
き
は
戦
略
1
（
ド
ル
コ
ス
ト

平
均
法
）
が
有
利
と
な
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
ま
た
、
こ
の
図
表
の
①
で
は
、
各
戦

略
の
投
資
利
回
り
も
追
加
で
計
算
し
て
掲

載
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
証
券
市
場
の
成

ド
ル
コ
ス
ト
平
均
法

　

一
括
投
資
法

vs.
2
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年金の「見える化」実現に向けての施策

長
率
が
年
間
1
・
0
％
の
と
き
、

戦
略
1
の
投
資
利
回
り
は
年
率

０
・
２
４
１
、
戦
略
2
の
投
資
利

回
り
は
年
率
0
・
2
4
9
％
で
あ

る
こ
と
を
表
す
。

同
様
に
、
40
年
間
の
投
資
期
間

に
お
い
て
、
戦
略
1
と
戦
略
2
の

優
劣
を
比
較
し
た
も
の
が
図
表

の
②
で
あ
る
。
図
表
の
①
と
②
を

比
較
す
れ
ば
一
目
瞭
然
だ
が
、
比

較
す
る
投
資
期
間
が
長
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
戦
略
1
の
方
が
有

利
に
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
は
、
証
券
市
場
が
一
定
率

（
プ
ラ
ス
の
値
）
で
成
長
し
て
い
る

場
合
、
運
用
期
間
が
長
い
ほ
ど
、

一
括
投
資
法
よ
り
も
、
ド
ル
コ
ス

ト
平
均
法
で
投
資
し
た
方
が
運

用
利
回
り
は
高
く
な
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
の
場
合
、
行
動
経
済
学
の
観

点
か
ら
、
一
括
投
資
法
よ
り
も
ド

ル
コ
ス
ト
平
均
法
の
投
資
を
優

遇
し
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
人
間
の
意
思
決
定
に

は
「
シ
ス
テ
ム
Ⅰ
」
と
「
シ
ス
テ

ム
Ⅱ
」
が
関
係
し
て
い
る
と
い
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
う
ち
、

シ
ス
テ
ム
Ⅰ
は
脳
幹
や
小
脳
が

深
く
関
係
し
て
お
り
、
本
能
的
行

動
や
習
慣
的
行
動
、
ほ
と
ん
ど
意
識
し
な

い
行
動
、
自
動
的
で
融
通
が
利
か
ず
、
あ

ま
り
疲
れ
な
い
が
、
処
理
ス
ピ
ー
ド
が
速

く
、
マ
ル
チ
タ
ス
ク
が
可
能
と
い
っ
た
特

徴
が
あ
る
。

一
方
で
、
シ
ス
テ
ム
Ⅱ
は
大
脳
新
皮
質

の
前
頭
葉
部
が
深
く
関
係
し
て
お
り
、
理

性
的
行
動
や
思
慮
的
行
動
、
意
識
的
な
行

動
、
処
理
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
、
疲
労
感
や

負
担
感
が
あ
り
、
シ
ン
グ
ル
タ
ス
ク
し
か

で
き
な
い
が
、
臨
機
応
変
に
行
動
で
き
る

と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

不
合
理
な
行
動
は
シ
ス
テ
ム
Ⅰ
に
関
係

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
合
理
的
な
行

動
や
判
断
を
す
る
た
め
、
図
表
①
②
の
優

劣
も
参
考
に
、
シ
ス
テ
ム
Ⅱ
を
促
す
政
策

誘
導
を
行
う
こ
と
も
時
に
必
要
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
話
を
元
に
戻
し
、
対
策
②
の

意
味
は
何
か
。
公
的
年
金
の
機
能
が
縮
小

す
る
な
か
、
私
的
年
金
な
ど
の
貯
蓄
が
重

要
と
な
る
の
は
日
本
の
み
で
な
く
、
英
国

な
ど
他
の
先
進
国
で
も
似
た
状
況
に
あ

る
。
そ
の
結
果
、公
的
年
金
の
ほ
か
、様
々

な
私
的
年
金
な
ど
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
自
分
自
身
の
公
的
年
金
や
私
的
年

金
な
ど
の
状
況
を
一
元
的
に
把
握
で
き
て

い
な
い
人
々
も
多
数
出
て
き
て
い
る
と
い

う
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

英
国
で
は
「
年
金
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」
と

い
う
仕
組
み
を
構
築
し
、
そ
の
充
実
に
努

め
て
い
る
。ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
と
は
、元
々

は
自
動
車
の
「
計
器
盤
」
の
こ
と
を
い
い
、

複
数
の
情
報
を
一
括
し
て
表
示
す
る
ツ
ー

ル
を
指
す
が
、
年
金
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
と

は
、
公
的
年
金
や
私
的
年
金
を
含
め
、
65

歳
時
点
で
の
推
計
年
金
所
得
の
総
額
や
そ

の
詳
細
な
ど
、
自
分
自
身
の
年
金
情
報
な

ど
を
一
元
的
に
把
握
で
き
る
仕
組
み
を
い

う
。あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
日
本
で

も
、
厚
生
労
働
省
の
年
金
広
報
検
討
会
を

中
心
に
議
論
が
始
ま
っ
て
お
り
、
公
的
年

金
な
ど
の
「
見
え
る
化
」
に
向
け
て
、
日

本
版
「
年
金
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」
の
構
築

が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
例
：「
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
実
現
に
向
け
た
重
点
計
画
」
2
0
2
1
年
6
月

18
日
閣
議
決
定
）。

こ
の
年
金
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
で
「
見
え

る
化
」
す
る
金
融
商
品
の
範
囲
は
、
公
的

年
金
や
企
業
年
金
が
主
な
対
象
に
思
わ
れ

る
が
、
筆
者
は
、
個
人
年
金
保
険
や
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
や
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
な
ど
の
金
融
商
品
も

対
象
に
加
え
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

老
後
資
産
形
成
の

「
見
え
る
化
」と

年
金
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の

重
要
性

3

そ
の
上
で
、
一
定
の
仮
定
計
算
の
下
、

私
的
年
金
や
N
I
S
A
な
ど
を
含
む
「
拡

張
版
・
所
得
代
替
率
」
を
年
金
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
で
表
示
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

例
え
ば
、
2
0
1
9
年
に
お
け
る
公
的

年
金
の
所
得
代
替
率
（
61
・
7
％
）
は
、
モ

デ
ル
世
帯
の
年
金
（
22
万
円
）
を
現
役
男
性

の
平
均
的
な
手
取
り
収
入
（
35
・
7
万
円
）

で
割
っ
て
計
算
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
22
万
円
は
、
夫
の
厚
生
年
金（
報

酬
比
例
部
分
）
9
万
円
の
ほ
か
、
夫
と
妻
の

基
礎
年
金
そ
れ
ぞ
れ
6
・
5
万
円
が
ご

ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、

日
本
の
所
得
代
替
率
の
計
算
で
は
高
齢
夫

婦
2
人
分
（
モ
デ
ル
世
帯
）
の
公
的
年
金
を

用
い
て
い
る
が
、
こ
の
モ
デ
ル
は
標
準
で

な
く
、
諸
外
国
の
所
得
代
替
率
は
平
均
的

な
高
齢
者
1
人
分
で
計
算
す
る
の
が
常
識

だ
。
ま
た
、
公
的
年
金
の
み
で
は
、
私
的

年
金
な
ど
を
含
む
本
当
の
所
得
代
替
率
は

分
か
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
も
し
夫
が
個

人
年
金
保
険
で
毎
月
7
万
円
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
、そ
れ
以
外
に
も
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ

や
N
I
S
A
な
ど
の
金
融
資
産
を
65
歳
時

点
で
9
0
0
万
円
保
有
し
て
い
る
場
合
、

高
齢
夫
婦
の
う
ち
夫
の
ケ
ー
ス
で
は
、
次

の
よ
う
に
し
て
、
拡
張
版
・
所
得
代
替
率

を
計
算
し
て
は
ど
う
か
。

拡
張
版
・
所
得
代
替
率
＝
（
9
万
円
＋

6
・
5
万
円
＋
7
万
円
＋
3
万
円
）
÷

35
・
7
万
円
＝
71
・
4
％

な
お
、
こ
の
う
ち
の
3
万
円
は
、
金
融

資
産
の
時
価
変
動
や
配
当
な
ど
を
考
慮
せ

ず
、
9
0
0
万
円
の
金
融
資
産
を
65
歳
か

ら
90
歳
ま
で
の
25
年
間
で
毎
月
均
等
に
取

り
崩
す
と
仮
定
し
た
ケ
ー
ス
で
の
値
を
意

味
す
る
。
前
述
の
計
算
に
私
的
年
金
な
ど

を
含
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
あ
る
種
の
批

判
も
想
定
さ
れ
る
が
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
公
的
年
金
以
外
の
金
融
資
産
も
考
慮

し
た
、
拡
張
版
・
所
得
代
替
率
を
計
算
し

て
表
示
す
る
こ
と
で
、
よ
り
リ
ア
ル
な
老

後
の
経
済
状
況
が
「
見
え
る
化
」
で
き
る

こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
蓄
積
す

れ
ば
、
老
後
の
資
産
形
成
が
危
う
く
て
本

当
に
老
後
が
困
窮
に
陥
る
可
能
性
が
高
い

人
々
を
政
府
も
的
確
に
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
対
策
③
の
意
味
は
何
か
。
以

上
の
と
お
り
、
縮
小
す
る
公
的
年
金
の
み

で
老
後
の
生
活
を
賄
う
の
は
限
界
が
あ

り
、N
I
S
A
や
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
を
含
め
、
老

後
に
向
け
て
そ
れ
な
り
の
私
的
な
貯
蓄
を

行
う
重
要
性
を
示
唆
す
る
。

そ
の
際
、
重
要
な
鍵
を
握
る
の
は
、
老

後
の
資
産
形
成
を
促
す
金
融
商
品
に
対
す

る
税
制
優
遇
措
置
の
拡
充
で
あ
る
。
米
国

で
は
、
個
人
年
金
制
度
の
一
つ
で
あ
る
伝

統
的
Ｉ
Ｒ
Ａ
（
個
人
退
職
勘
定
：Individual 

Retirem
ent A

ccount

）
が
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

伝
統
的
I
R
A
は
、1
9
7
4
年
の「
従

業
員
退
職
所
得
保
障
法
」
に
よ
り
、
退
職

資
産
形
成
を
支
援
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ

た
も
の
で
、
各
個
人
が
拠
出
す
る
毎
年
の

掛
金
額
が
ル
ー
ル
上
の
上
限
額
に
到
達
す

る
ま
で
は
一
定
の
税
制
優
遇
措
置
が
存
在

す
る
。
す
な
わ
ち
、「
給
付
時
」
は
課
税

（
資
金
の
引
き
出
し
の
際
に
元
金
や
運
用
益
に
対

し
て
）す
る
も
の
の
、「
拠
出
時
」や「
運
用

時
」
は
非
課
税
で
、
税
制
優
遇
措
置
と
し

て
、
資
金
を
積
み
立
て
た
掛
金
の
分
だ
け

所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
の
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
、
米
国
の
伝
統

的
I
R
A
な
ど
を
参
考
に
制
度
設
計
さ
れ

て
お
り
、
日
本
版
I
R
A
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
異
な
る
の
は
税
制
優
遇
措

置
の
規
模
で
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
（
自
営
業
者

を
除
き
）
年
間
の
掛
金
限
度
額
が
約
28
万

円
（
月
額
＝
約
2
・
3
万
円
）
に
対
し
、
米
国

の
伝
統
的
I
R
A
の
年
間
拠
出
限
度
額
は

基
本
的
に
6
0
0
0
ド
ル
（
1
ド
ル
1
1
0

円
で
66
万
円
＝
月
額
5
・
5
万
円
）
で
日
本
の

2
倍
も
あ
る
。

既
述
の
と
お
り
、「
老
後
2
0
0
0
万

円
問
題
」
（
高
齢
夫
婦
世
帯
の
赤
字
月
5
・
5

万
円
）
に
対
し
て
は
、
毎
月
2
万
円
ず
つ
、

40
年
間
投
資
を
行
え
ば
何
と
か
対
応
で
き

る
可
能
性
を
示
し
た
が
、
若
い
世
代
が
老

後
に
受
け
取
る
公
的
年
金
が
さ
ら
に
減
少

し
、
そ
の
減
少
分
を
（
N
I
S
A
や
ｉ
Ｄ
ｅ

Ｃ
ｏ
を
含
む
）
私
的
な
貯
蓄
で
補
塡
す
る
場

合
、
月
額
2
・
3
万
円
の
掛
金
で
は
足
り

ず
、
追
加
の
積
み
立
て
が
必
要
に
な
る
。

そ
の
場
合
、
現
状
の
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
掛

金
限
度
額
（
月
額
＝
2
・
3
万
円
）
で
は
老
後

の
資
産
形
成
に
不
十
分
と
な
る
の
は
明
ら

か
だ
。
こ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
や
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
な
ど
の
税
制
優
遇
措
置

を
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ど
の
程
度

の
拡
充
が
必
要
な
の
か
の
目
安
が
必
要
で

あ
る
。

政
府
・
与
党
は
2
0
2
3
年
度
税
制
改

正
大
綱
で
N
I
S
A
の
恒
久
化
や
投
資
上

限
枠
の
設
定
な
ど
を
決
め
た
が
、
上
限
枠

の
決
め
方
が
不
透
明
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
拡
充
目
安
の
「
見
え
る
化
」
を
行
う

た
め
の
ツ
ー
ル
が
「
年
金
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
」
で
あ
り
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
議
論
を

行
う
た
め
に
も
、
ま
ず
は
そ
の「
拡
張
版
・

所
得
代
替
率
」
の
目
標
値
を
定
め
、
そ
の

上
で
、「
拡
張
版
・
所
得
代
替
率
」の
情
報

提
供
を
行
い
な
が
ら
、
N
I
S
A
の
投
資

上
限
枠
や
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
拠
出
限
度
額
を

含
め
、
目
標
値
を
達
成
す
る
た
め
の
税
制

優
遇
措
置
の
総
枠
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
を
行
う
の
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。�

図表　戦略1と戦略2の比較
①　20年間の投資利回り（年率） ②　40年間の投資利回り（年率）

戦略1 戦略2
0.5％ 0.120％ 0.125％
1.0％ 0.241％ 0.249％
1.5％ 0.363％ 0.373％
2.0％ 0.488％ 0.496％
3.0％ 0.741％ 0.742％
4.0％ 1.000％ 0.985％
5.0％ 1.265％ 1.227％
6.0％ 1.535％ 1.467％
7.0％ 1.811％ 1.706％
8.0％ 2.091％ 1.943％
9.0％ 2.376％ 2.178％
10.0％ 2.665％ 2.411％

戦略1 戦略2
0.5％ 0.248％ 0.250％
1.0％ 0.503％ 0.499％
1.5％ 0.766％ 0.747％
2.0％ 1.036％ 0.995％
3.0％ 1.597％ 1.489％
4.0％ 2.187％ 1.980％
5.0％ 2.802％ 2.470％
6.0％ 3.440％ 2.956％
7.0％ 4.101％ 3.441％
8.0％ 4.781％ 3.923％
9.0％ 5.479％ 4.403％
10.0％ 6.194％ 4.881％
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